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あらまし：法政大学国際文化学部の中国語では、２年次後期の必修留学制度であるスタディ・アブロード・プ

ログラムを実りあるものにするため、①毎回の授業で学んだことを着実に身につけるための復習型ブレンド学習

用教材（デジタル教科書）と、②留学先での授業を疑似体験できる予習型ブレンド学習用教材（正誤判定つき

ディクテーションシステム）を開発し、①は１年次の初級用授業に、②は２年次前期の中級用授業に活用してい

る。さらに③情報メディア教育研究センターと共同でｅポートフォリオを運用し、留学中の２年生と１年生とのピ

ア・ラーニングやＳＡ終了後のふりかえりに活用している。本発表では、この３つのＩＣＴ活用の成果について報

告する。 
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1. はじめに 
法政大学国際文化学部では、2 年次の後期（短期

の場合は夏休み）に、留学生を除く学部生全員が 7
言語圏 10 ヵ国 16 大学のいずれかに留学するスタデ

ィ・アブロード・プログラムを実施している。中国

語圏の留学先は上海外国語大学で、2000 年の第一回

実施以来、今年 2012 年までの 13 年間に計 240 名を

送り出している。 
表 1 は、中国でのスタディ・アブロード・プログ

ラムに参加する学生が、留学までの１年半の間に履

修する中国語科目群と単位数および授業時数をまと

めたものである。カリキュラム上の制約から、科目

数は計 11 科目、単位数は計 14 単位、授業時数は計

330 時間、実時間に換算して 247.5 時間（90 分×15
回×11 科目）である。 
新学習指導要領の実施により小学校から必修とな

った英語は、高校修了までの授業時数が約 1000 時間、

実時間にして約 830 時間であるから、その 3 分の 1
にも満たない。 

ちなみに米国国務省付設の国際研修機関である

Foreign Service Institute(FSI)が 1973 年に発表した報

告によれば、外国語を話す力を 0、0+、1、1+、2、
2+、3、3+、4、4+、5 の 11 段階、難易度を GroupI
～IV の 4 段階に分けた場合、“生存に最低限必要な

レベル（survival proficiency）”とされる 1 に到達す

るのに必要な授業時間は、もっとも難易度が低い

GroupI（フランス語やスペイン語など）で 240 時間、

もっとも高い GroupIV（中国語、アラビア語など）

で 480 時間が必要という。 
では、どうすれば科目数を増やすことなく、実質

的な学習時間を増やすことができるのだろうか。 
大学の単位制度を定めた大学設置基準第 21 条は、

「1 単位の授業科目」を「45 時間の学修を必要とす

る内容をもつて構成する」と定めている。この規程

に従えば、表 1 の計 14 単位を修得するためには、計

630 時間（14 単位×45 時間）の「学修」が必要とい

う計算になる。 
大学設置基準が定める「学修」時間と授業時数と

の間に差があるのは、「授業時間外に必要な学修」、

すなわち予習や復習によって補われることが前提と

なっているからである。ところが、大学生の「授業

外学修」の時間は、この規程上の数値をまったく満

たしていないことが、東京大学大学経営政策研究セ

ンターの調査(1)で明らかになっている． 
科目数を増やさずに、実質的な学習時間を増やす

には、まずこの「授業外学修」を実質化する必要が

ある。 
そこで、本学部の中国語では、教室での対面学習

と自宅でのｅラーニングを組み合わせたブレンド型

学習を導入し、「授業外学修」の実質化による学習時

間の増加を図ることにした。 
 

2. デジタル教科書による復習型ブレンド学習 
中国語を基礎から学ぶ一年次の段階では、毎回の

授業で学んだことを着実に身につけていくことが重

要である。そこで、中国語では、これまで使用して

表１ 中国語科目群の単位数と学習時間（１～２年次） 

年次 １年次 ２年次 

学期 前期 後期 前期 後期 

基礎 

科目 

中国語１ 中国語３ 中国語７ 

ＳＡ 

中国語２ 中国語４ 中国語８ 

中国語５ 中国語６  

専門 

科目 

 
コミュニケ

ーション１ 

コミュニケ

ーション２ 

  
コミュニケ

ーション３ 

単位 
(注 1) 

3 単位 5 単位 6 単位 

時数 
(注 2) 

90 時間 

（135） 

120 時間 

（225） 

120 時間 

（270） 

(注 1) 基礎科目は 1 科目 1 単位、専門科目は 1 科目 2 単位 

(注 2) 授業時数は 1 科目 2 時間×15 回で計算。（ ）内は大学

設置基準が定める学修時間（単位数×45 時間） 



きた共通テキストをフルカラー版に全面改訂し、そ

の版下を使ってデジタル教科書（図 1）を開発する

とともに、これに準拠した復習用ｅラーニングを開

発し、両者を以下のようにシームレスに利用できる

ようにした。 
毎回、授業が終わると、学生はデジタル教科書を

使って復習を行う。デジタル教科書には、付録 CD
の単語や文の音声が収録されており、画面上の単語

や文をクリックするだけで、その発音を聞くことが

できる。 
改頁ボタンやフリップ操作でページをめくってい

くと、各課の終わりに「宿題」のログインページが

ある。復習用ｅラーニングへの入り口となっている。 
ｅラーニングには、①単語の聞き取り、②単語の

中国語訳、③文の聞き取り、④文の中国語訳の４種

があり、その課の問題のほか、正解してから 1 ヶ月

以上過ぎた既習課の問題がランダムに出題される。

これらを全問 3 回ずつ正解することが、毎回の宿題

となっている。 
学生の授業外学修の成果が成績評価に反映される

よう、宿題の実施状況は、指定の曜日時刻に自動的

に集計され、保存される。実施状況の良くない学生

に対しては、内蔵の携帯メーラーによって、学生の

携帯にメールを送り、指導を行っている。 
また、毎回、授業の始めには、ｅラーニングのテ

スト機能を使って復習テストを行っている。テスト

には、１．単語の聞き取り（4 問×5 点）、２．文の

聞き取り（2 問×10 点）、３．文の中国語訳（2 問×

20 点）が出題されるほか、４．宿題の達成状況（4
種×5 点）として棒グラフが表示され、テストの得

点に反映される（図 1）。 
 

3. 正誤判定つきディクテーションシステムに

よる予習型ブレンド学習 
留学を目前に控えた 2 年次前期には、留学先での

授業を疑似体験できる教材を使い、予習に重点を置

いた授業を行っている。 
留学先での授業は、すべて中国語で行われるため、

授業を理解し、議論に積極的に参加するためには、

事前の準備が大切である。そこで、中国語では、正

誤判定つきディクテーション・システムを開発し、2
年次前期の中国語 7 で、これを利用した予習型ブレ

ンド学習を行っている。 
同システムにログインすると、図 2 のような字幕

編集用メディアプレーヤーが起動する。映像や音声

を聞いて字幕を入力した後、「正誤判定」ボタンを押

すと、正解の場合は効果音とともに字幕一覧の背景

色が緑色に変わる。 
教材には、中国天津市の華文時代教育公司の許諾

を得て、同公司が運営する中国語教育サイト

iMandarinPod.com(2)が制作した番組を使用している。

この番組は、1 回 5～20 分の講義形式で、本文や新

出単語・文法などを平易かつゆっくりとした中国語

で解説している。このため、中級レベルの学生でも

無理なく留学先での授業を疑似体験することができ

る。 
同サイトは、毎週 3 本のペースで新たな番組を制

作しており、その内容も日常会話から中国の社会、

文化など豊富なテーマを扱っている。 
 

4. ｅポートフォリオによるピア・ラーニング 
2 年次の後期は、いよいよ留学である．2012 年度

の場合、9 月 11 日に出国し、約 4 ヶ月間の留学の後、

翌年の 1 月 13 日に帰国する。その間、学生同士のピ

ア・ラーニングを支援するため、情報メディア教育

研究センターと共同で、ｅポートフォリオを運用し

ている。 
ｅポートフォリオには、留学中の二年生と一年生

とを結ぶフォーラム（電子掲示板）が設置されてい

る。ここでの情報交換を通じて、一年生は留学への

疑問や不安を解消し(3)、二年生は後輩から見られて

いるという“観察者効果”によって緊張感を保ちな

がら留学生活を送っている。 
帰国後は、留学の成果や課題をまとめた SA 帰国

レポートをｅポートフォリオに公開して、学生本人

図１ デジタル教科書とｅラーニングのテスト画面 

 

 

図 2 正誤判定つきディクテーションシステム 

 



のふりかえりや留学に関する情報の共有に役立てて

いる。 

5. 3 つのICT活用の成果 
では、ICT の活用によって、授業外学修の実質化

はどの程度実現したのであろうか。 
図 3 は、2011 年度の 1 年生のクラスの中で、宿題

を完了させた者の割合をグラフ化したものである。

受講者数は、前期（東日本大震災の影響で授業開始

が遅れたため 5 月から 7 月）26 名、後期（9 月から

1 月）25 名。宿題は週 2 回のペースで出され、指定

した曜日・時刻までに完了した者の割合が縦軸に示

されている。これを見ると、後期授業の開始直後に

やや低下が見られるものの、年平均 92.8％の学生が

宿題を完了している。 
ちなみに年間を通じてのｅラーニングの回答数は、

正解・不正解をあわせて平均 6220 回である。 
一方、学生の中国語能力はどの程度伸びたのであ

ろうか。中国語では、学生の中国語能力を測定する

ため、留学中に新 HSK の受験を義務付けている。新

HSK は中国政府公認の中国語能力試験で、1 級から

6 級までを級別に受験する（ただし、日本の検定試

験とは逆に、級が大きくなるほどレベルが高い）。昨

年 12 月の結果は、受験者 23 名中 2 名が 5 級合格、

18 名が 4 級合格と、全体の 87％が 4 級以上に合格し

ている。 
ちなみに新 HSK の 4 級とは、「幅広い範囲にわた

る話題について、中国語でコミュニケーションをす

ることができ、中国語を母語とする者と流ちょうに

話すことができる」(4)レベルを指す。 
 

6. おわりに 
復習型ブレンド学習から予習型ブレンド学習、ピ

ア・ラーニングという学習方法の展開が、授業外学

修の実質化を実現し、中国語能力試験でも一定の成

果を挙げることができたのは、なぜなのだろうか。 
これは、そこに使用した 3 つの ICT が、教員によ

る学習管理や学生同士のコミュニケーションを通じ

て、学習者の地道な努力を評価するしくみを備えて

いたからではないかと考える。 
スタンフォード大学の心理学者キャロル・ドゥエ

ック（Carol S. Dweck）は、人の知能に関する心的姿

勢（mindset）を固定的姿勢（fixed mindset、自分の

知能レベルはこの程度であり、変えることはできな

いという姿勢）と向上的姿勢（growth mindset、時間

とエネルギーさえかければ、どんな能力も伸ばすこ

とができるという姿勢）に分け、後者は学習者の努

力を評価することで培われることを明らかにした(5)。 
大学教育への ICT の導入は、偏差値教育の中で固

定的姿勢となった学生たちの心を、向上的姿勢に転

換するしくみを組み込むことで、より大きな成果を

挙げることができるのではないだろうか。 
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図３ 宿題を完了した者の割合 

（2011年度SA中国1年生） 
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